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ゴムなどの一般的な架橋高分子は、網目構造が不均一なため、高分子鎖のもつ
ポテンシャルを活かしきれていない課題があった。

背景

従来型のゴムの構造
均一架橋エラストマーの

構造イメージ



ゴムの網目構造を分子設計により均一化することで、高い力学特性を得ることに
成功した。

本技術

新規合成した分子



力学特性

構造や分子量に応じて15-20倍程度まで伸長し、急激に応力が高まる顕著な
ひずみ硬化が見られた。

軟らかい

固い



力学特性

あらゆる既存材料と比較して、最大伸長比とひずみ硬化の度合が最も高い
材料であることがわかった。



疲労耐性

均一エラストマーは疲労試験において応力低下がほとんどなく、対照試料
（輪ゴム）と比べ優れた疲労耐性が実証された。



劣化耐性

均一エラストマーは空気中での加熱試験において強度等の低下が少なく、
対照試料（輪ゴム）と比べ劣化しにくいことが実証された。



実用化イメージ

本技術を活用した新規材料・製品開発のための共同研究パートナーを探しています。
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